

問題１　次の植物を花が咲くものと、咲かないものに分けなさい。

　　　　　タンポポ　　ウメ　　マツ　　コケ　　コンブ　　ユリ　　イネ　　サボテン　　ドクダミ

問題２　花の基本的なつくりを標本を作って調べてみよう！（セロテープで固定）
 (
　　　　タンポポ
　　　
)　　　　　　　　　　　アブラナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツツジ
　　



















　
まとめ
　　　　基本的に花の中央には（　　めしべ　　）が１本あり、そのまわりを複数の（　　おしべ　　）が囲んでいる。
　　　　その外側の（　　　花弁（花びら）　　　）と（　　がく　　）でそれらを保護している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めしべの先端の部分を　（　　柱頭　　）という。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おしべの先端の袋状のものを（　　やく　　）という。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左の図でめしべの根元のふくらんだ部分を（　　子房　　）という。
　その中には小さな粒状の（　　胚珠　　）がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　花には花弁がアブラナのように１枚１枚離れている花（　　離弁花　　）と、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツツジのように互いにくっついてる花（　　合弁花　　）がある。
　１年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　　　
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おしべのやくから出た花粉がめしべの柱頭に
つくことを（　　受粉　　）という。

花粉は（　　風　　）や（　　動物　　）など
の力によって運ばれる。

風によって花粉を運ぶ花を（　　風媒花　　）

虫などによって花粉を運ぶ花を（　　虫媒花　　）という。

受粉するとめしべの根もとの子房の部分は成長して（　　果実　　）になる。

子房の中の胚珠は（　　種子　　）になる。地面に落ちた種子はその後、発芽して次の世代の植物になる。

このように（　　胚珠　　）が（　　子房　　）に包まれている植物を（　　被子植物　　）という。
 (
花粉のスケッチ
)
観察１　花粉を観察しよう。
●方法
　スライドガラスに花粉を落とし、
　プレパラートを作って顕微鏡で観察する。

●花粉は、めしべのどこにつきますか？

出典　りかちゃんのサブノート
観察２　いろいろな植物の花と実（果実）を観察し、花のどの部分が果実になったかを考え、○で囲みましょう。

	タンポポ
	アブラナ


　１年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　　　


　　　マツボックリ（まつかさ）　　　　　風で飛び散るマツの花粉　　　　　　　　　　マツの芽生え　　　　　　　　　　　






マツボックリはマツの種子が取れたものです。マツもほかの植物と同じように花粉も種子もあり、芽が出て成長します。
種子ができるということは花が咲くはずですが、どんな花を咲かせているのでしょうか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
 ●雌花（めばな）のりん片（♀）
    （　　胚珠　　）…受粉後、種子になる部分
    　　※マツの場合、めばなの集まりは受粉後
　　　　　（　　まつかさ　　）になります。
　●雄花（おばな）のりん片（♂）
  　（　　花粉のう　　）…花粉が入っている部分
    　　※花粉は風に飛ばされて胚珠まで運ばれる
　　　　　ことが多いです。

　マツのように子房がなく、胚珠がむき出しの植物を
　（　　裸子植物　　）という。マツのほかに（　　スギ　　）（　　イチョウ　　）（　　ソテツ　　）などがある。

種子の作り方のまとめ
　　受粉することによってそれぞれの器官の形も名前も変わります。
	被子植物の受粉とは？花粉がめしべの（　　柱頭　　）につくこと


	裸子植物の受粉とは？花粉がめばなの（　　胚珠　　）に直接つくこと








　被子植物も裸子植物も花を咲かせ、
　種子でなかまをふやすという点では
　共通している。このようななかまを
　（　　種子植物　　）という。









出典　りかちゃんのサブノート
　１年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　　　
◆読み物「被子植物は動物を利用する」
　花にとって最も重要なことは，受粉を確実に行うことです。被子植物の多くは、花粉を昆虫などの動物に運んでもらいます。そのような花を虫媒花と呼びます。そのために、花弁の目立つ色や蜜などの甘い香りで昆虫などの動物を引き寄せるのです。花弁や蜜で昆虫などの動物を利用する花があります。このような花は，まず花弁の目立つ色や蜜のあまい香りで昆虫などの動物をよびよせます。また、花粉は動物のからだに付きやすいように粘りけがあります。
　カタバミなどの花弁のように，昆虫に蜜のありかを
示す模様をもつものもあります。昆虫は，紫外線が見
えるので，花の中心部に模様が見えるのです。
こうしてよびよせられた昆虫などは，花弁を足場にして蜜や花粉をとります。このとき体についた花粉が，めしべに運ばれて受粉が行われます。
　また，レンゲソウの花のように，特徴のあるしくみ
をもつものもあります。レンゲソウの花はハチがとま
ると，ハチの重さで花弁が下がり，おしべとめしべが
出てくるという，受粉が行われやすい形をしています。




　他にもイチジクの仲間のように、特定の昆虫（イチジクコバチの仲間）と1対1の関係を築き、とても効率的に花粉を運び、受粉するしくみをつくりあげたものもいます。また、花粉だけでなく種子も動物に運ばせるつくりをもった植物もたくさんいます。それらのことが、被子植物を大繁栄させたのです。
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